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平成 26 年 6 月 12 日 

地方銀行プレゼンツ― 

「モノづくり企業ビジネスマッチングフェア」の開催ならびに 

出展者募集について 

 西日本シティ銀行（頭取 久保田 勇夫）は、地方銀行 25 行（予定）合同で、標記商談会

を開催しますのでお知らせいたします。 

本商談会はモノづくりを営む地方銀行のお取引先に、サプライチェーン再構築、同業他

社・異業種とのマッチングおよび新たな販路拡大機会獲得を支援することを目的に地方銀

行 25 行と日刊工業新聞社が協働して企画したものです。 

本商談会への出展者を、下記により募集しますので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

記 

1.開催概要 

（ 1）名 称：地方銀行プレゼンツ－モノづくり企業ビジネスマッチングフェア 

（ 2）開催目的：新市場開拓とサプライチェーンの再構築・地域経済の活性化及びグロー 

バル連携の推進 

（ 3）開催日時：平成 27 年 2 月 5 日（木）・6 日（金）午前 10 時～午後 5 時 

（ 4）会 場：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1） 

（ 5）出展規模：400 小間（予定） 

（ 6）来 場 者：5,000 人（予定） 

（ 7）入 場 料：一般 1,000 円（事前登録のない製造業以外の業種来場者） 

（ 8）主 催：日刊工業新聞社 

（ 9）共 催：モノづくり企業ビジネスマッチングフェア実行委員会（参加行で構成） 

2.出展募集概要 

（ 1）出展分野： 

①一般展示：一般機器、精密機器、輸送機器、電気機器、情報通信、金属材料、電子材 

料、プラスチック、バイオ・環境、その他 

    （出展技術）製造加工技術、計測制御技術、試験評価技術、品質管理技術、高機能材

料、代替材料、IT 技術、エネルギー技術、その他 

  ②テーマ展示：電気自動車（EV） 

（出展技術）モーター、モーター関連部品、コントローラー、バッテリー、充電器、

電路機材、補機類、計測機器、太陽電池、LED、その他 EV 関連機器） 

 

＜参加銀行＞北海道銀行、秋田銀行、七十七銀行、東邦銀行、群馬銀行、常陽銀行、武蔵野銀

行、千葉銀行、第四銀行、山梨中央銀行、八十二銀行、北陸銀行、大垣共立銀行、三重銀行、

滋賀銀行、京都銀行、南都銀行、紀陽銀行、山陰合同銀行、中国銀行、広島銀行、百十四銀行、

伊予銀行、十八銀行、西日本シティ銀行 
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（ 2）出展募集数：400 小間（予定） 

（ 3）出展料金：1 小間／216,000 円（税込） 

（ 4）募集期間：平成 26 年 6 月 13 日（金）～平成 26 年 9 月 30 日（火） 

（ 5）申込方法：「出展申込書」に必要事項を記入のうえ、下記連絡先まで郵送または FAX 

にてお申し込みください。 

（ 6）そ の 他：出展小間仕様等詳細につきましては「出展者募集のご案内」「出展規定」

をご参照ください。 

3.本商談会の特徴 

（1）ニーズにあった商談会方式 

 「ネットとリアル」、「国内と海外」の 4 次元展開により時代に即した B to B マッチング

を実践。 

（2）日本産業人クラブ連合会とモノづくり日本会議との連携 

 日刊工業新聞が運営するモノづくり日本会議や日本産業人クラブ連合会と連携すること

で大手企業、異業種とのマッチングを促進し、企業間・地域間・産業間の新たな連携を

バックアップ。 

（3）ビジネスマッチングの効率化を考えた画期的なシステム 

  出展社のニーズにあわせた出展エリアの設置と専用システムの活用により効率的なビ

ジネスマッチングをサポート。 

 （出展エリア・出展対象企業） 

  ①ネクストステージ（テーマ展示）※第 1回テーマは「電気自動車（EV）」 

日刊工業新聞社が注目する次世代産業への参入希望または自社製品や技術を売り込

みたい企業 

  ②ソリューションコーナー（一般展示） 

   大手・中堅・中小企業のニーズ&シーズに応えられるまたは一緒に技術製品の開発に

取り組む意欲のある企業 

  ③イノベーションコーナー（一般展示） 

   分野及び技術による出展で様々な企業にアピールを行い、異業種交流やビジネスの

拡大を目指す企業 

 

以 上 

 
【本件に関するお問い合わせ先・申込書送付先】 

西日本シティ銀行 法人ソリューション部 山中・磯 

住所：〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1 丁目 3 番 6 号 

TEL：092-476-2747 FAX：092-476-2749 
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大手優良企業との商談を
プロデュースいたします！
新規市場開拓！
サプライチェーンの
再構築のチャンス！

主催：日刊工業新聞　共催：モノづくり企業ビジネスマッチングフェア実行委員会

地方銀行プレゼンツ

出展者募集のご案内



ごあいさつ

　モノづくり中小企業は現在約46万社を数え、製造業全体の99.6%に相当します。また従業者数は約

590万人で、製造業全体の62.2％を占めます。付加価値総額は58兆円で、製造業全体の53.1%を占め、

国内総生産516兆円の11.2%に当たります。

　例えば、自動車のパーツは大部分が中小企業によるもので、我が国産業発展の源泉であり、この影響力は

世界中に波及していると言っても過言ではありません。その証拠に平成23年 3月11日に発生した東日本

大震災は、未曽有の被害をもたらしましたが、産業界におきましても世界中の自動車メーカーに大打撃を与

えました。

　しかし近年、国際競争にさらされる中、雇用者数の減少、国内事業所の減少、海外への技術流出に加え、

後継者問題が浮上してきました。これらの課題に対応するにはサプライチェーンの再構築と同業他社・異業

種とのマッチング、そして新たな販路拡大が必要です。

　日刊工業新聞社は長年にわたり「モノづくり」の総合紙として親しまれてきました（平成27年11月創刊

100周年）が、併せて戦後すぐから製造業の展示会を日本国内及び海外にも展開して参りました。その実績

から今回、サプライチェーンの再構築、同業他社・異業種、販路拡大のソリューションとして「地方銀行プ

レゼンツ -モノづくり企業ビジネスマッチングフェア（略称：M.B.M）」の開催を企画いたしました。

　中央行政主導の展示会ではなく、各地方経済界、行政が一体となってご支援頂けるマッチングフェアとして

地域経済の活性化の一助になればと考えております。

　何卒よろしくお願いいたします。

日刊工業新聞社
モノづくり企業ビジネスマッチングフェア実行委員会

名　　称	 地方銀行プレゼンツ — 
　　　　　モノづくり企業ビジネスマッチングフェア
会　　期	 平成 27 年 2月 5日(木 )・6日(金 )
開催目的　新市場開拓とサプライチェーンの再構築、
                       地域経済の活性化及びグローバル連携の推進
会　　場	 幕張メッセ
開場時間	 午前 10 時〜午後 5時
出   展  料	 1 小間（間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ 2.7m）　　
　　　　　　　　　＝ 216,000 円（税込）
出展規模　400 小間
来場目標　5,000人
主　　催	 日刊工業新聞社
共　　催	 モノづくり企業ビジネスマッチングフェア 実行委員会

（北海道銀行、秋田銀行、七十七銀行、
  東邦銀行、群馬銀行、常陽銀行、武蔵野銀行、
  千葉銀行、第四銀行、山梨中央銀行、八十二銀行、
  北陸銀行、大垣共立銀行、三重銀行、
  滋賀銀行、京都銀行、南都銀行、紀陽銀行、 
  山陰合同銀行、中国銀行、広島銀行、
  百十四銀行、伊予銀行、十八銀行、
  西日本シティ銀行）

後　    援	 経済産業省、全国各都道府県、市町村
（予　定）
協　    賛 	
（予　定）

日本機械工業連合会、日本産業機械工業会、
日本プラント協会、日本プラントメンテナンス協会、
日本自動機器工業会、全日本機械工具商連合会、
日本繊維機械協会、日本真空工業会、日本真空協会、
日本ロジスティクスシステム協会、
立体駐車場工業会、日本MH協会、日本歯車工業会、
日本冷凍空調工業会、日本冷凍空調設備工業連合会、
日本自動販売機工業会、日本自動車機械器具工業会、
日本自動車機械工具協会、日本金型工業会、
日本包装機械工業会、日本ロボット工業会、
電子情報技術産業協会、日本電機工業会、
家電製品協会、日本電球工業会、
日本照明器具工業会、日本画像医療システム工業会、
日本電気計測器工業会、電池工業会、
電気機能材料工業会、
情報通信ネットワーク産業協会、
日本防災システム協会、日本情報処理開発協会、
新金属協会、日本電子回路工業会、
日本自動車工業会、日本自動車整備振興会連合会、
日本電動車両協会、日本自動車車体工業会、
日本自動車部品工業会、日本自動車部品協会、
日本オートケミカル工業会、全国自動車用品工業会、
日本造船工業会、日本航空宇宙工業会、
日本運搬車輛機器協会、日本計量機器工業連合会、
日本精密測定機器工業会、日本測量機器工業会、
日本医用機器工業会、
全日本プラスチック製品工業連合会
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日刊工業新聞社等が保有するＤＭリスト60万件

60 万件の0.3％（1,800 人）の

事前登録（見込）

調達部門向けセミナー参加者（6,000人）を対象に商談会の１ヶ
月前まで会社訪問をし、3 週間まえから前日までコールセンターを
利用した電話勧誘を行う予定です。

6,000 人の調達担当者のうち

10％（600 人）の事前登録（見込）

出展者による取引先企業の事前登録者

出展予定企業400社がそれぞれ10件ずつご紹介

4,000 社の取引先企業のうち

30％（1,200 人）の事前登録（見込）

日刊工業新聞をはじめ、
新聞や雑誌、ネット等の広告を

駆使した

1,000人の事前登録（見込）

来場目標5,000人 事前登録来場者 4,600 人
＋当日来場登録者 400 人

事前登録者

4,600人

当日来場登録者

400人

◆「ネットとリアル」そして「国内と海外」の
　4 次元展開により時代に即した
　BtoB マッチング

現在の BtoB 環境に即した「ビジネスマッチングサイト」＋「トレードショー」
による立体的展開。本展をゲートウェイとして、海外展示会出展や海外バ
イヤーの誘致を行うプラットフォームづくり。
意欲ある有力な中小企業の出展により、質の高いバイヤー層の集客を実現。

◆日刊工業新聞に紙面掲載と日本産業人クラブ
　連合会とモノづくり日本会議との連携

日刊工業新聞紙上で展示会開催前の見どころ及び開催中の模様を掲載。
日刊工業新聞が運営するモノづくり日本会議や日本産業人クラブ連合会と
連携することで大手企業、異業種とのマッチングを促進。

　「地方銀行プレゼンツ—モノづくり企業ビジネスマッチングフェア」は平成 27 年に
創業 100 周年を迎える「モノづくり」「技術」「中小企業」をキーワードにする産業専門
紙「日刊工業新聞社」と全国の地方銀行が協力して行う「商談会」です。
　商談会までに大手・中堅・中小企業のニーズを事前に把握することができ、確実な商
談相手を見つけてから、当日参加できることが最大の特徴です。
　モノづくり推進会議（※１）や産業人クラブ（※２）を中心に製造業に特化した企業
がエントリーされますので、貴社のニーズにあった商談相手や、将来の取引先・業務提
携先をスムーズに探していただけるはずです。
　また、自社の技術や製品をアピールすることで、グローバルに展開する企業や業界が
違う企業から商談の申し込みがあり、異業種交流による新たなビジネス展開に期待が膨
らむと思います。

日本産業人
クラブ連合会

モノづくり
日本会議

製造業
（中小企業）

地方銀行

企業間、地域間、産業間の新たな連携を
バックアップします。

日刊工業
新聞

　広域企業ネットワークや多彩な他機関との連携を活用し、わが国モノづくり産業の強化に役立。実践的な
活動を展開しています。
　双方向の情報交流できる企業ネットワークを構築し、企業間、地域間、産業間の新たな連携を促進します。
そのネットワークが触媒となり、新産業・新ビジネスを創出できる体制を目指します。
　モノづくり日本会議の活動は、勉強会やシンポジウムなどの事業で得られた知見などを取りまとめ、政府

への提言なども進めていきます。

産業人クラブは、地域産業の結束を通じて、モノづくりを中
心としたわが国の産業の発展に寄与することを目的に設立さ
れた異業種交流組織で、日刊工業新聞社の支社、支局が事務
局を務めています。産学官交流の草分けとして、昭和 39 年
4 月2 日に栃木県で前身の「栃木工業人クラブ」として産声
をあげました。続く4 月 3 日には「埼玉工業人クラブ」が誕
生し、その後、千葉、群馬、茨城など関東各地にクラブが設立、
さらには高度経済成長とともに全国各地にクラブが設立され
ました。現在は、東京、大阪など全国に 24 組織（平成 22
年 11月１日現在）のネットワークを持ち、1700 人の会員が
参加する全国組織に成長しました。会員メンバーは主に中堅・
中小企業の経営者、経営層で構成され、相互の親睦と経営者
としての資質向上、そして事業の拡大を支援する活動を行っ
ています。産業人クラブの特徴は、日刊工業新聞社が活動を
全面支援していることです。日刊工業新聞社の全国取材網を
通じて新聞記者が会員企業を取材し、そこで得た会員の情報
を新聞紙面やインターネットを媒体に幅広く発信します。

モノづくり日本会議 — （※1）モノづくり推進会議

（※ 2）日本産業人クラブ連合会

・宮城産業人クラブ
・福島産業人クラブ
・いわき産業人クラブ
・山形産業人クラブ
・新潟産業人クラブ
・茨城産業人クラブ
・群馬産業人クラブ
・栃木産業人クラブ
・埼玉産業人クラブ
・東京産業人クラブ
・神奈川産業人クラブ
・千葉産業人クラブ
・掛川産業人クラブ
・東京産学交流会
  （東京産業人クラブ支部）
・城北産業人クラブ
  （東京産業人クラブ支部）
・東東京マネジメント研究会
  （東京産業人クラブ支部）
・東京産業人クラブ女性部会
  （東京産業人クラブ支部）

・TDU 産学交流会
  （埼玉産業人クラブ）
・NITEC 埼玉産学交流会
  （埼玉産業人クラブ）
・多摩産業人クラブ
  （東京産業人クラブ支部）
・長野産業人クラブ
・岐阜産業人クラブ
・滋賀産業人クラブ
・名古屋産業人クラブ
・大阪産業人クラブ
・中国四国産業人クラブ
・九州・山口産業人クラブ
・九州・山口産業人クラブ
  北九州支部
・大分産業人クラブ

全国の産業人クラブ

海外企業（協力機関：米国大使館、ロシア大使館、英国大使館、イン
ドネシア大使館、インド大使館、米国商工会議所、日本インドネシア
友好協会、インド経団連他からの紹介企業）も含みます。

当日の来場者については製造業以外の
業種は入場料1,000 円を徴収し、

関係者の多い実りある商談会とします。

当日来場登録400人（見込）
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ビジネスマッチングの効率化を考えた
画期的なシステム

①専用のホームページを通した、事前予約型マッチング
　※出展者ニーズ & シーズを出した大手企業、またはニーズは
　　出していないが事前登録をした企業によるマッチング。

②出展者とニーズ & シーズを出した企業による
　ブース訪問マッチング及び会場内提案マッチング
　※事前登録を行い、ニーズ & シーズを出した企業については
　　商談会場に専用のデスクを設け、出展者のみが提案営業が
　　できるようにします。

③出展者と出展者のマッチング、事前予約は
　成立しなかったが、当日出会った出展者と
　事前登録来場者によるマッチング

マッチング方法について

  ソリューションコーナー
②

ソリューションコーナー
ネクストステージコーナー
マッチングゾーン

ネクスト
ステージ

　イノベーションコーナー

会場構成

① ③
イノベーション

フリー
マッチングゾーン

マッチングゾーン一般展示ゾーン

テーマ展示ゾーン

②大手・中堅・中小企業のニーズ＆シーズ一覧を見ていただき、応えられるまたは一緒に技術・
　製品の開発に取り組みたいと意欲がある企業

こんな製品を希望する、こんな技術を希望する等、様々なニーズを日刊工業新聞社が全国のバイヤーや調達担当からヒアリングをします。
自社の技術・製品で解決できる、またはうちの企業とぜひ一緒に課題を解決したいと思われる企業は出展をご検討ください。

ニーズ & シーズの提供

ニーズを
出した
企業 事務局

WEB 上で会社概要と提案品を掲示

商談申込み

回答
日時連絡

商談申込み

NG の場合：理由を伝える

OK の場合：マッチング日時連絡

出展者 
中小企業

□ 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

①日刊工業新聞社が注目する次世代産業に参入を希望するまたは自社の製品や技術を売り込みたいと
　情熱を燃やす企業 ／ 第1回目 テーマ「電気自動車（EV）」

事務局 出展者 
中小企業

電気自動車に関連する
技術や製品

募集項目の提示

□ 

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

出展分野
一般機器、精密機器、輸送機器、電気機器、情報通信、
金属材料、電子材料、プラスチック、バイオ・環境、
その他

出展技術
製造加工技術、計測制御技術、試験評価技術、
品質管理技術、高機能材料、代替材料、IT 技術、
エネルギー技術、その他

③分野及び技術による出展でさまざまな企業にアピールし、異業種交流、ビジネスの拡大を目指す企業
技術や製品に自信はあるが、どんな業界や業種に売り込めばいいかわからない企業は分野や技術別による出展がおすすめです。本商談会は
終了後も web 上に分野や技術別に掲載を続けます。（平成 27 年 5 月までを予定）商談会はあくまでも「きっかけ」であり、ゴールではな
いと思いますので、新たなビジネスチャンスにつながることを期待しています。

事前登録
した企業 事務局

双方向会社概要と提案品掲示

商談申込み 商談申込み 出展者 
中小企業

回答
日時連絡

回答
日時連絡

□ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

3

テ
ー
マ
展
示
ゾ
ー
ン

一
般
展
示
ゾ
ー
ン

日本国内ではまだまだ普及が進んでいない現状ですが、欧米ではす
でに EV がトレンドとなりつつあり、日本でも外国資本の自動車会
社を中心に EV の販売が加速される見込みです。このため外国資本
の自動車会社を中心に集客を行います。

モーター、モーター関連部品、コントローラー、
バッテリー、充電器、電路機材、補機類、計測機器、
太陽電池、LED、その他 EV 関連機器

募集項目

1

2

3

□1

2□

□3

※出展者は□〜□の希望のゾーンに参加出来ます。1 3



2 月 5 日㊍・6 日㊎
地方銀行プレゼンツ—

モノづくり企業ビジネスマッチングフェア開催

出展申し込み受付開始

締切
9/30（火）

商談会当日までのスケジュール（予定）

申し込み受付後
専用ホームページの ID・PW（パスワード）を連絡

10 月下旬

「出展者」「来場者」双方のリストの配信
ご面談リクエストの開始

貴社への面談アプローチの通知・
貴社面談可否のご回答

11月上旬〜
12 月下旬

面談スケジュールの配信1月上旬

出展申込書に必要事項をご記入いただき、銀行にお申し込み下さい。

専用ホームページの ID・
PW を日刊工業新聞より
ご担当者様へ直接メール
でご連絡いたします。

「出展者」・「来場者」双方
をまとめた「参加者リスト」
を WEB 上に掲載。その中
から、当日面談を希望され
る企業様を選んでいただ
きます。（専用の ID・PW
でのみ閲覧可能）

各社ごとにアプローチの
あった企業名をお知らせ
し、その中で、当日実際に
面談を希望される企業を
選んでいただきます。

その結果、成立した当日の
ご面談のスケジュール（面
談相手企業、日時、場所）
をお知らせします。

商談会ご担当者さまは、
インターネットへの接
続環境とメールアドレ
スをご用意ください。

6 月

10 月

12 月

1月

2 月

Schedule

11月

6/13（金）

9 月

展示会開催までの
スケジュール（予定）

出展者説明会
開催場所：幕張メッセ

11月上旬

出展申し込み締切り

9/30（火）

搬入日

各種届出期限

出展料支払い期限

10/31（金）

1月上旬

2/4（水）

搬出・撤去

2/6（金）17:00 〜
商談会当日

会　期

2/5（木）・6（金）

出展申し込み受付
開始

6/13（金）

2014

2015

日刊工業
新聞

日刊工業
新聞

日刊工業
新聞

日刊工業
新聞

商談会
担当者

商談会
担当者

商談会
担当者

商談会
担当者

ID・PW（パスワード）

4



　会場ご案内図　

■小間の割り当て
事務局は出展者の業種、出展物の種別・形状・出展申込書
の受理順、会場の構成などを勘案のうえ、小間の割り当て
を行い出展者に連絡いたします。割り当てられた小間の一
部または全部を事務局の承認なしに譲渡または貸与するこ
とはできません。また、主催者は入場者整理の都合上、ま
たは展示効果向上のために小間の割り当てを変更する場合
があります。
出展者は、小間の割り当ておよびその変更に対する異議申
し立てはできないものとします。

■実　演
出展物の実演等は自由ですが、はなはだしい音響・過剰な
照明・発煙・臭気を伴うもの、または危険と認められるも
のは実演の中止をお願いすることがあります。説明員によ
るマイクでの説明は、他の出展者の迷惑とならないよう音
量を調整いただくか、専用イヤホーンを使用ください。

■出展物の搬入・搬出と装飾の施工・撤去
●搬入・装飾　2 月 4 日
●搬出・撤去　2 月 6 日（閉会後）
※詳細については、後日の出展者説明会でお渡しする「出
展の手引き」をご参照ください。

■管理保全
事務局は管理者として注意を持って会場全般の管理にあた
ります。ただし、各出展物の管理は出展者が自己の責任と
費用にて行ってください。また、事務局は出展物の盗難・
紛失・損傷・火災・その他天災等の不可抗力を原因とする
出展物の損害に対しての一切の補償責任は負いません。

■損害賠償
出展者およびその代理人が他社の小間、事務局の運営設備
または展示会場の設備および人身等に損害を与えた場合、
その補償は出展者の責任において行うものとし、主催者は
一切責任を負いません。

■展示会の中止
主催者は天災などの不可抗力により、展示会開催が困難と
判断した場合、展示会の開催を延期または中止することが
あります。また、その際生じた損害について主催者は責任
を負わないものとします。

■法令、規約の遵守
出展者は、日本国内の各種法令を遵守するとともに、主催者が
定める一連の規約（出展申込書、出展マニュアル等）を本契
約の一部とし、これを遵守することに同意するものとします。
万一、法令、規約に違反した場合、主催者は、理由の如何に
かかわらず出展を拒否もしくは取り消すことがあります。これ
によって生ずる損害などに対し、主催者は一切の責任を負わ
ないものとします。

 出展料金・小間要領

■出展申込方法と申込先
出展申込書（別途）に必要事項を必ずご記入のうえ、お取
引のある地方銀行にお送りください。また、申込書の原本
を各銀行にお送りいただくとともに、申込書を両面コピー
してお手元に保管してください。なお、出展内容が本展趣
旨とそぐわない場合は受付をお断りすることがありますの
であらかじめご了承ください。
〒 461-0001 名古屋市東区泉 2 丁目 21-28
モノづくり企業ビジネスマッチングフェア事務局

（日刊工業新聞社　名古屋支社　業務部　イベント G 内）
TEL052-931-6158　FAX052-931-6159

■出展申込締切日

平成26 年 9 月30日（火）
但し、お申し込み件数が予定小間数に達し次第締切とさせていただきます。

●銀行振込口座
三菱東京 UFJ 銀行　栄町支店
口座番号：普通預金 247021
口座名：（株）日刊工業新聞社　名古屋支社

●現金書留の場合は
　日刊工業新聞社　名古屋支社へ
　納付ください。

■出展料のお支払い
出展申込書の内容を確認後、請求書を送付いたしますので、
平成 26 年 10 月 31日（金）までに必ずお支払いください。
※お支払いが確認できない場合は出展できません。

 申込要領

■出展料金

216,000円（税込）

■小間要領【横列小間】

例：1 小間の場合（W2.97m × D2.97m × H2.7m）
※上記の表示は、芯々の寸法となります。
※カーペットはついておりません。

1小間（間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ2.7m）につき

西船橋 津田沼

南船橋

天王洲
アイル

羽田空港

成田空港

幕張メッセ
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JR京葉線
東京湾

JR中央線

JR総武線

JR埼京線

JR横須賀線
JR総武快速

JR常磐線快速
成田線

JR常磐線

JR山手線

りんかい線
東京モノレール
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有楽町線

地下鉄
東西線

JR内房線
JR
外房線

武蔵浦和

府中本町

武蔵小杉

和光市

秋葉原

赤羽

池袋

上野
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東京

新宿

渋谷
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JR 京葉線 海浜幕張駅から徒歩約 7 分。

東京都心・羽田空港方面から約 40 分。
習志野 I.C.（東関東自動車道）または
幕張 I.C.（京葉道路）から約 5 分。

新東京国際空港（成田）方面から約 30 分。
湾岸千葉 I.C.（東関東自動車道）から約5 分。

電車でご来場の方

東京方面から

成田空港方面から

お車でご来場の方

日刊工業新聞の購読者又は、新規購読者は

※ 1 年間契約を条件とします。
※申し込み書に購読者は期間内（平成 26 年 6 月〜 10 月）の新聞代の領収書
　（コピー可）を必ず貼付してください。

高速バス運行

JR 東京駅（八重洲口）  発→
幕張メッセ 着 　
所要時間約 40分

JR 東京駅発→幕張メッセ着 幕張メッセ発→ JR 東京駅着

時
平和交通・

あすか交通

京成バス・

千葉海浜交通
時

平和交通・

あすか交通

京成バス・

千葉海浜交通

7 30 13 36
8 14 10　47
9 16 10　20　25 15 50 36　50　

10 10　45 16 07　50
11 10　20　45 17 06　17　47
12 16 18 00　36
13 16 05　10

東京駅

八重洲中央口
シャングリ・ラ
ホテル東京

みずほ銀行

東京建物ビル

ヤンマー
東京ビル

BMW

グラン
トウキョウ
ノースタワー八重洲中央口前

外堀通り

共同
ビル

ホテル
龍名館
東京

永
代
通
り

平和交通・あすか交通
京成バス・千葉海浜交通

国際展示場

幕張イベントホール国際会議場

国際展示場

9ホール

10ホール

11ホール

東京ガス
幕張ビル

イオンタワー

NTT
幕張ビル

ワールド
ビジネス
ガーデン

（ウェスト）

ワールド
ビジネス
ガーデン

（イースト）

アパホテル & リゾート
（東京ベイ幕張）

ホテル
ニューオータニ幕張

JR 海浜幕張駅

三井
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幕張テクノガーデン（MTG）

浜
田
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駐車場入口

駐車場入口

幕張メッセ
駐車場

JR 京葉線

至
東
京至

蘇
我

平和交通・あすか交通京成バス・千葉海浜交通

京浜千葉臨海線
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7
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6
ホール

5
ホール

4
ホール

3
ホール

2
ホール

1
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国
際
大
通
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メッセ大通り

 出展のお申し込み
 お問い合わせ先

モノづくり企業ビジネスマッチングフェア事務局
（日刊工業新聞社　名古屋支社　イベント G 内）
〒 461-0001 名古屋市東区泉 2 丁目 21-28　TEL052-931-6158　FAX052-931-6159

机

イス イス

0.99

0.45

1.2

0.99

0.99

0.99

0.99 0.99
2.97

2.97

社名版

2.7

2.972.97
1.98

消費税相当額を値引き 199,800円（税込）

（単位：m）

（単位：m）

※複数小間での出展も可能です。

（1小間の場合）

富士通幕張
システム

ラボラトリー

KITZ
ビル

国際展示場連絡橋

幕張メッセ駐車場連絡橋

スカイウェイ（2F）

スカイウェイ（2F）

ホテル
スプリングス
幕張

屋外展示場

幕張メッセ 〒 261-0023　千葉県美浜区中瀬 2-1

2014 年 4 月 1 日現在



Manufacturing Business Matching Ｆair （All companies recommended by Regional Banks across Japan）

出展申込書 ■出展申込期限：平成 26年9月30 日（火）
※必ず控えのコピーをとり、保管して下さい。

印刷物など全ての基本データとなりますので正確にご記入下さい。特に会社名／団体名はフリガナ、英文名も忘れずにお願いします。

事務局　宛 出展規定を了承し、下記の通り申し込みます。

1小間（間口 2.97×奥行 2.97m）料金

出展料のお支払いについて

（○で囲んでください。）

出展申込書の受付確認後、請求書を発行しますので、平成 26 年 10 月31 日（金）までに
上記振り込み先までお振り込み下さい。

公式ホームページに記載しますので、50 文字以内でご記入下さい。
また、公式ホームページとのリンクを希望される場合は、リンク先をご記入下さい。

日刊工業新聞を購読されている方は期間内（平成 26 年 6月～10 月）の
領収書（コピー可）を貼付けて下さい。
クレジットカード払いの場合は、配達担当新聞店名をご記入下さい。
新規購読者も同上の条件でお願いします。（※1年契約が条件）

店名　　　　　　　　TEL

●リンク先URL を
　ご記入下さい。

お振り込み先：三菱東京UFJ 銀行 
                              栄町支店 普通 247021
口座名義：（株）日刊工業新聞社
                                名古屋支社

□ 通常出展

￥216,000（消費税込）
□ 日刊工業新聞購読者

￥199,800（消費税込）
□ 日刊工業新聞新規購読申し込み者
※1年間契約を条件とします

￥199,800（消費税込）

申込小間数

小間

月　　　日

￥

￥

￥

小間

小間

小間料合計 支払い予定日

（出展分野・出展技術それぞれ 1項目ずつチェックをお願いします。）

（小間の社名板、公式ホームページへの掲出を希望する共同出展者はご記入下さい。
　また社数 2社以上の場合は任意の用紙を添付願います。）

1　出展希望ゾーン

2　出展者

6　申込小間

7　展示小間形態

8　予定展示製品

9　領収書または購読申し込み書貼付欄

出展のお申し込み・お問い合わせ 事務局記載欄
受付日

月　　日

銀行名：担当者 No.
モノづくり企業ビジネスマッチングフェア事務局
（日刊工業新聞社　名古屋支社　イベントG内）
〒461-0001　名古屋市東区泉 2丁目 21-28　TEL052-931-6158　FAX052-931-6159

3　共同出展企業名

4　DMや e-mail でのご連絡

（裏面の共催銀行の中からMBMフェア出展担当となる銀行名・支店（部署）名をご記入下さい。）5　お取引銀行

□一般機器  □精密機器  □輸送機器  □電気機器 
□情報通信  □金属材料  □電子材料  □プラスチック 
□バイオ・環境  □その他　　　　　　に、出展します。  

□製造加工技術  □計測制御技術  □試験評価技術 
□品質管理技術  □高機能材料利用技術
□代替材料利用技術  □IT技術  □エネルギー技術 
□その他  　　　　　　　　　　　　に、出展します。
　

（ネクストステージにご出展を希望される出展者のみご記入ください。ネクストステージについては「出展者募集のご案内」をご参照ください。）

□モーター  □モーター関連部品  □コントローラー  □バッテリー  □充電器  □電路機材  □補機類  □計測機器  
□太陽電池  □LED    □その他EV関連機器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、出展します。  

平成 26 年　　　月　　　日
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□一般展示ゾーン　　　　□テーマ展示ゾーン（いずれかにチェックをお願いします。）

3. ネクストステージ（テーマ展示ゾーン）募集項目

2. 希望展示ゾーン

1. 希望分野・技術

（右図は 1小間の場合）

出
展
分
野

出
展
技
術

ご登録いただいた情報は、展示会事務局が細心の注意を払って管理致します。
この情報をもとに日刊工業新聞社及び関連会社から展示会・セミナー情報などを
DMや e-mail にて皆様にお届けする場合があります。

□不要
DMや e-mail が不要の場合は
□にチェックを付けてください。

0.99

0.99

消費税相当額を値引き

消費税相当額を値引き



株式会社　×××××
http://www.××××××××××

認証取得：×××（例：ISO など）
主要取引先：××××××××××（株）
主要製品：×××××××・××××××××××
主要設備：××××・××××・×××・××××
従業員数：□□□人、□□□人、□□□人
海外生産拠点国：××××××××××
地域と生産品目：××××××××××

詳細主要設備・経営方針・自己 PRなど

プレス業界という広い世界に対して、
縮小することなく常に一歩先を行く
提案力で日本の製品として生み出して行く！

□　アイデア

□　納　期

株式会社 ○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○製品 ○○○

出展NO. 展示技術・製品名 出展ゾーン・技術

会社名

□　質　量 □　品　質□　環　境■　コスト

加工費 20％削減

本提案の
狙い

項
目

数
値
割
合

□　実験・試作

□　開発完了

■　製品化完了

開発進度段階 技術課題と対応方法

技術・製品内容

従来構造／材料／工法 等

従来製品の特徴

材質が限られるため強度の面で不安があった。 プレスすることで
材質を多様化でき、強度不足を解消

新製品の特徴

新構造／材料／工法 等

無
鋳造にはつきものの鋳巣の発生

事前の鋳造解析と試鋳後の方案により、
鋳巣の発生を抑えている。

パテント有無
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展示技術・製品名をご入力ください。 貴社名をご入力ください。
出展希望ゾーン名を
ご入力ください。

従来構造および新構造がわかるような
画像やイラストを添付ください。

該当項目をチェックして数値割合が
あればご入力ください。

従来構造 /材料 / 工法などの特徴を
ご入力ください。

新構造 /材料 / 工法などの特徴を
ご入力ください。

技術課題と対応方法を
ご入力ください。

パテント有無を
ご入力ください。

貴社情報をご入力ください。

該当項目をチェック
してください。

詳細主要設備や貴社の自己 PRなどを
ご入力ください

Web 入力表示例

出展ナンバーは
事務局が入力
します。

1　小間位置の決定、小間譲渡等の禁止

2　支払い日と支払い方法

4　出展物の管理保全

5　危険物等の持ち込み

6　実演上の注意・事故防止

7　原状回復

8　各種工事の諸経費の負担

9　立ち入り点検

10　展示会開催の延期・中止について

3　出展契約の変更または取り消し

※出展を取り消された場合、下記の通りキャンセル料を申し受けます。
　●申込書締切から出展者説明会前日まで……………………出展料の 50％
　●出展者説明会当日以降………………………………………出展料の 100％

出 展 規 定

お振り込み先：三菱東京UFJ 銀行 栄町支店　 普通 247021
　　　　　　　口座名義 /（株）日刊工業新聞社　名古屋支社

★申し込み後に日刊工業新聞社よりIDとPW（パスワード）をお送りしますのでホームページ
　（http://www.MBM-NIKKAN.jp）よりログインし、下記の入力例を参考にご入力ください。

1. 小間位置については出展物の内容・形状・申込順位・小間数・会場構成等
を総合的に勘案し、事務局で決定いたします。小間位置は出展者説明会（平
成 26 年 11 月上旬）にて出展者に発表します。
2. 割り当てられた小間の一部または全部を事務局の承諾なしに譲渡、または
貸与することはできません。また、転貸、担保に供することを禁止します。

出展申込書の内容を確認後、請求書を送付いたしますので、平成26年10月31日
（金）までに必ずお支払いください。
出展申込書に「支払い予定日」を明記して下さい。振込の場合には下記の銀行に
お願いします。

1. 事務局は管理者として注意を持って会場全般の管理にあたります。
　ただし、各出展物の管理は出展者が自己の責任と費用にて行って下さい。
2.事務局は出展物の盗難・紛失・損傷・火災・その他天変地異を原因とする
出展物の損害に対しての一切の補償責任を負いません。従って出展者は出
展物に保険を付すなどの措置をとるように配慮して下さい。

すでに申し込まれた小間に対する変更または取り消しは、全て文書にてその
理由を明記し、事務局の承認を得て下さい。

1. 引火性・爆発性の危険物の持ち込みを禁止します。また、その他消防法に定
められる危険物・裸火を使用する物については所轄消防署の承諾を受けた
物以外は持ち込みを禁止します（危険物の持ち込みの解除条件等について
は出展者説明会にてご説明いたします。）

2. 主催者の承諾を得られなかったもの、関連法令に抵触するおそれがあるもの、
および公序良俗に反する物の持ち込みを禁止します。

1. 出展者は、本展示会の会期終了後、所定の搬出期間を経て出展小間を現状
に回復しなければなりません。ただし、出展者が原状回復工事を行わない
場合は、主催者において同工事を行い、その費用は出展者が負担するもの
とします。

2. 出展者が出展小間の明け渡し後、出展者の残物がある場合、主催者により
当該の出展者へ連絡した後、残物を処分できることとします。また、その
処分にかかる費用については、出展者が負担するものとします。

1. 小間内照明および実演に要する電気料ならびに配線工事は出展者の負担と
なります。

2. 電気使用申込、使用料金規定などの詳細については出展者説明会
　（平成 26 年 11 月上旬）にて出展者に通知いたします。
3. 小間内に給排水・エア・ガス・臨時電話が必要な出展者は出展者説明会後に
Web上でお申し込み下さい。

4. 実演等に使用する給排水・エア・ガス・臨時電話料金は出展者の負担とな
ります。

1. 主催者および展示会の警備・防災担当協力会社は、防火、防災対応のため
必要と認められた際は、出展者の了解の上、小間内を点検することができ
ます。

2. 搬入時、および会期中、主催者は防火・防災担当の管轄の行政指導により
小間内を点検いたします。出展者が点検時に行政指導を受けた場合は、速
やかにその指導に従うこととします。

1. 出展者の実演は自由ですが、はなはだしい音響・発煙・発光・臭気を伴うもの、
または危険を伴う実演は中止を願うことがあります。

2. 実演によって生じた生ゴミ・展示廃棄物は出展者が処理して下さい。会場
内に廃棄しないようにお願いします。

3. 出展者は搬入出、展示、実演にあたり最善の注意を払い事故防止に努めて
下さい。また、出展者は万全の処置を講じ、責任者の常駐をお願いします。
主催者自らの責めに帰すべき場合を除き、発生した事故につき一切の責任
を負いません。

1. 主催者は天災などの不可抗力により、展示会開催が困難と判断した場合、
展示会の開催を延期または中止することがあります。また、その際に生じ
た損害について主催者は責任を負わないものとします。

2. 主催者は当初予定の目的（開催規模、来場動員目標等）を達成できないと
判断した場合、展示会を中止することが出来るものとします。また、その
際生じた損害について主催者は責任を負わないものとします。

共催銀行
■秋田銀行　
　営業本部　地域サポート部
　〒010-8655　秋田県秋田市山王
3丁目2-1

　TEL.018-863-1212  FAX.018-866-3819
　http://www.akita-bank.co.jp/

■七十七銀行　
　地域開発部　地域開発課
　〒980-8777　宮城県仙台市
　青葉区中央3丁目3-20
　TEL.022-211-9723 FAX.022-267-5303
　http://www.77bank.co.jp/

■東邦銀行　
　 法人営業部　公務・地域振興室
　〒960-8633　福島県福島市大町
     3-25
　TEL.024-523-0972 FAX.024-523-1482
　http://www.tohobank.co.jp/

■群馬銀行　
     法人部　コンサルティング室
    〒371-8611　群馬県前橋市
    元総社町194
　TEL.027-254-7141 FAX.027-252-1250
　http://www.gunmabank.co.jp/

■常陽銀行　
     地域協創部
　〒310-0021　茨城県水戸市南町
2丁目5-5

　TEL.029-300-2792 FAX.029-300-2668
　http://www.joyobank.co.jp/

■武蔵野銀行　
       地域サポート部　コンサルティンググループ
　〒330-0854　埼玉県さいたま市
    大宮区桜木町1丁目10-8
　TEL.048-641-6111 FAX.048-641-6690
　http://www.musashinobank.co.jp/

■第四銀行　
     営業統括部　ニュービジネス企画室
     〒951-8066　新潟県新潟市
     中央区東堀前通七番町1071-1
　TEL.025-229-8180 FAX.025-222-4363
　http://www.daishi-bank.co.jp/

■山梨中央銀行　
     営業統括部　法人推進室
     〒400-8601　山梨県甲府市
     丸の内1丁目20-8
　TEL.055-224-1091 FAX.055-232-5562
　http://www.yamanashibank.co.jp/

■八十二銀行　
    法人部　コンサルティング営業グループ
    〒380-8682　長野県長野市大字
    中御所字岡田178-8
　TEL.026-224-6430 FAX.026-227-8162
　http://www.82bank.co.jp/

■北陸銀行　
      法人・公共営業部　情報戦略グループ
　〒930-8637　富山県富山市堤町
    通り1丁目2-26
　TEL.076-423-7111 FAX.076-424-9349
　http://www.hokugin.co.jp/

■三重銀行　
    営業推進部
　〒510-0087　三重県四日市市
    西新地7-8
　TEL.059-354-7120  FAX.059-353-2916
　http://www.miebank.co.jp/

■滋賀銀行　
     営業統轄部　法人推進グループ
　〒520-8686　滋賀県大津市浜町
    １-38
　TEL 077-521-2852  FAX 077-521-2867
　http://www.shigagin.com/

■京都銀行　
     営業支援部　地域密着型金融推進室
　〒600-8652　京都府京都市下京区
烏丸通松原上る薬師前町700

　TEL.075-361-2293 FAX.075-341-5984
　http://www.kyotobank.co.jp/

■南都銀行　
      バリュー開発部　支援・渉外グループ
    〒630-8677　奈良県奈良市
　橋本町16
　TEL.0742-27-1558 FAX.0742-27-8815
　http://www.nantobank.co.jp/

■紀陽銀行　
    地域振興部　ピクシス営業室
　〒590-0952　大阪府堺市堺区
    市之町東1丁1-10
　TEL.072-221-1263 FAX.072-221-1810
　http://www.kiyobank.co.jp/

■中国銀行　
    営業統括部　地域開発チーム
　〒700-8628　岡山県岡山市北区
    丸の内1丁目15-20
　TEL.086-223-3111 FAX.086-232-0155
　http://www.chugin.co.jp/

■千葉銀行　
      法人営業部　成長ビジネスサポート室
　〒260-8720　千葉県千葉市
　中央区千葉港1-2
　TEL.043-301-8409 FAX.043-248-0537
　http://www.chibabank.co.jp/

■北海道銀行　
　営業推進部
     〒060-8676　北海道札幌市
　中央区大通西４丁目１
　TEL 011-233-1163   FAX 011-231-5009
　http://www.hokkaidobank.co.jp/

■大垣共立銀行　
    支店部　情報渉外課
     〒503-0887　岐阜県大垣市郭町
    3丁目98
　TEL.0584-74-2195 FAX.0584-82-2083
　http://www.okb.co.jp/

■広島銀行　
     法人営業部　金融サービス室
    〒730-0031　広島県広島市中区
紙屋町1丁目3-8

　TEL.082-504-5089 FAX.082-241-2331
　http://www.hirogin.co.jp/

■百十四銀行　
    営業統括部　地域コンサルティンググループ
　〒760-8574　香川県高松市
    亀井町5-1
　TEL.087-836-2985 FAX.087-836-3697
　http://www.114bank.co.jp/

■山陰合同銀行　
      地域振興部　事業支援グループ
    〒690-0062　島根県松江市魚町
　10
　TEL.0852-55-1812 FAX.0852-28-0495
　http://www.gogin.co.jp

■西日本シティ銀行　
     法人ソリューション部　
　  コーポレートアドバイザリーグループ
      〒812-0011福岡県福岡市博多区
     博多駅前1丁目3-6
　TEL.092-476-2747 FAX.092-476-2749
　http://www.ncbank.co.jp/

■十八銀行　
　　ソリューション推進部 ビジネスサポートグループ
　〒850-8618　長崎県長崎市
　銅座町1-11
　TEL.095-827-8556 FAX.095-826-9318
　http://www.18bank.co.jp/

また、出展者説明会当日以降より、会期の１ヶ月前（平成 27 年１月５日）まで
に自社からのマッチングアプローチが 1 件も承諾されなかった、又は他社か
らのマッチングアプローチを 1 件も承諾しなかった場合、出展者が日刊工業
新聞社に文書にて届け出ることで、商談不成立キャンセルを認め、出展の取
りやめ（出展小間については会期中は閉鎖または休憩コーナーとして利用）
と出展料の返金を致します。

■伊予銀行　
    ソリューション営業部
　〒790-8514　愛媛県松山市
　南堀端町１
　TEL.089-941-1141 FAX.089-946-9110
　http://www.iyobank.co.jp/


